
'84JAF全日本ラリー選手権

伸弥ランサーインタークーラターボ、
第5戦でシリーズトップにおどり出るノ

日本全国ガ異常寒波に襲われた今冬、例

年よりもTヵ月早く北海道において本格的

スノーラリーとして、 '84JAF戦の幕ガ切

っておとされた。

この ホクレストスノーアドベンチャーラ

リーかには、 CMSC青森の館山選手を始

めフ台のランサーがエント1)ーし定。しか

し、石を男ても左を見てもまわりはAE86
ばかり/

第Tステージは白鳥湖での氷上トライ3フ

ル。ラリー7コートランサーをレンタルして

きた伸弥も、慣れない車とセッティングに

時聞がなかっだ定め、さっぱりふるわすこ

こはお位。
JAF第3戦のw内・w口組

第2ステージからラリ一本番、本州の大 検 ACKスプリングラ リー。だ。雪の方は りーかだ。興味の的はなんと言っても、ゴ

雪に反比例して例年よりも雪ガ少ないとい 主催者の必死の努力により怠んとか影響の ーチンのV3達成なるかどうかである。 3
うスノーロードの中、ラリー車は日高高原 ないようにでき芝ガ、路面の荒れはいかん 年ぶりに第1ステージはダートトライ戸jし、

へと向かい、ゴールは再びウトナイ湖。雪 ともしがたく、メインとなる自衛隊の演習 直線の多いハイスピードコースだ。ここは

の第T戦を制しだのは、1週間も前から北 地内道路は、赤ン釘の頭ほどの石ガゴロゴ まず羽宣ガトップをとる3 いつもの伊賀上

海道ヘスキーに来ていだ0というスバルの ロレていて、とても道とは思えない。ひと 野のトミライブインで2ステのスタ トを待

加稼選手。地元北海道勢の健闘が目立ち、 昔前のラリー屋さんなら、アルペンラリー つ問、夕食をかこみながら、みんなでゴー

ランサーの中では宮前選手ガインタークー の粟綴の道を思い出してもらえれば、その チンヘプレッシャーのかけあい。もっとも

ラターボで5位に入賞し芝。 ひどさがわかるだろう。 当の本人はい合年は(申到1ガ練習|こ来なかっ

'84JAF戦日程(予定)
第6戦(6月30日-7月1日)

チポーラリー，n北海道(北海道ニセコ)

第 7戦(8月18日-19日)

'84栗駒山アルペン(岩手)

第 8戦(9月15日-16日)

やまびこ秋のラリー(群馬 ・長野)

第 9戦(10月6日ー 7日)

MCSCラリーハイ ランドマス?ーズ

(長野・ 岐阜)

旗印戦(11月3日ー4日)

R-8 RALLY&ラリー也4(石}I!l

クレストラリーの余韻も残る2週間後、 オ ソドックスなラリー設定で定評のあ たし誠も出てないからH と暗に自信のほど じだ。伸郵と羽豆は6・9位にしぶとく入

JAF戦常連組にはシーズンイン慣例とな るこのラリ 、今回も基本に忠実だ。なん をのぞかせて、余裕しゃくしゃくである。 賞。もうT台のランサ一片岡組ガ12位とま

っている ホDCCSウインターラリー砂ガ とかのれるハイ戸べ区間はナピの腕、全車全車、舗装用タイヤに替えて2ステをスタ ずまずのできとなった。

始まつだ。例年通り赤減山小沼の氷上トラ 遅t1の区間はドライバーの腕勝負となっ定。 ト。舎年はDUNLOPガNewタイヤを 雪のラリ ガ多く、なかなかランサーイ

イ戸ルで幕を開けるのだが、 今年はスキー 全般にハイスピードコースガ多いこのラリ 持ち込み自信満々。案の定、 DUNLOP ンタークーラの実力ガ発揮できなかっ疋ガ、

客による渋滞のため、あわやキャンセルと 一、ランサーインタークーラターボのハイ をはくコーチンガ圧倒的速さをみせて快走 3戦、 4戦と圧倒的速さを男せつけ、86勢
いう始末であっ定。 パワ ガモノを言って第1ステージから伸 した。伸弥は?ステのミスコ スで約50秒 も油断できなくなってき疋というのが替の

いつもの顔13，れガほとんど嫡つだ第2章弘 弥ガトップに立ち、羽豆ガ2番手と上位を の口ス。羽豆も2ステでパ スト1こより同 評価である。

残念なことにランサー勢はADVANチー 独占するが、差はわずかで、なかなか予断 じく約50砂のロス。期待のSS男大庭選手 そして第5戦は"'84ツールド四国:例年

ムの3台のみ。昨年の実績により陶115山 を許さ芯い。 は、中盤コ ス戸ウトと、残言まながらラン になくグッドコンデションのコースで競わ

内組、No.2が羽豆組とスター卜していつだ '82・'83と2年連続2位となっている羽豆 サー艶の上位入賞は望めそうにない。 2ス れだこのラ1) 、伏兵地元の新人竹下選手

が、 大雪のワナガ彼らを待ち受けていだ。 組はスタート前から今年こそと意気に燃え テを終ってコーチンをトップにDUNLO の健闘が光つだ。最後の最後ぎでトップを

1 cp~2cp閤は先行車の細いワダチしかな ており、 2ステに入つー気にスパ ト。ナ P勢がすらりと並んでいる。 3ステに入る 快走。しかし2位から徐々にペース7フッブ

い全くの新雪。ゼッケン前半組Id:、この1 ピ区間もうまくまとめ、ラストのSSもト とコーチンは、余裕の走りで手固くトップ してきだ伸弥選手のプレッシャーに耐えか

区間だけで上位入賞の望みが断たれてしま ツプであがり、待望のトップに立つ。 3ス キーブを狙い、他のクルーは最後のあがき ね、 2秒差までつめよられ、最終区間でつ

った。 テId:SSのみ。ここで 気に浮上してきだ で発勝負に賭け、伸弥ガ意地をみせて3 いに逆転を許してしまつだ。伸弥選手はこ

浅間山荘上り・下りのスペシャルステ のガSS男の大庭組だ。結局、計5ケ所のステトップ、 羽豆が続く。 結局、みごとに の優勝でシリ ズトップに立った。ランサ

ジを舎んだ第2ステ ジ、ゴ Jレはいつも SS合計は大庭、伸弥、羽豆とランサ勢 ゴ チンガV3を達成しだ。新鋭、浜松の -3年連続チャンプヘ向けて、後半戦の活

の照月湖。優勝は神岡選手、これは大ベテ の圧勝となり、 総合では羽豆、仰弥、大庭 前嶋組ガ2位、沼田組ガ3位とOUNLO 躍を期待しよう。

ラン佐久間ナピゲータの勘が冴え、ラリ の1.2・3フィニッシュとなるところであ Pの1.2・3フィニッシユとなって幕を閉

区間の減点、を最小に抑えだ成果であった。 つだが、大きな落し穴ガ待っていだ。シピ シリーズ中間成績
f百三

2位にはスバルの清水組。そして3位には 戸な計算には定評のある小田切ナピがなん

残りT台のランサ一大庭組ガ入賞し定。 と大チョンボ。 SSのつなぎ区間で48砂の

いつもなら桜の便りもチラホラ聞かれる ペナルティをくらっていたのである。結局

九州にも寒波は押し寄せ、事前情報ではス 大庭組|ま6位に落着いたもののランサーの

パイフタイヤガ必要と言われだ第3戦。九速さを印象づけたラリ であった。

州は日IJ府温泉近郊、減島高原を舞台とする さて、次は日本版ツールドコルスホ関西ラ

CCMSC4-部田口雅生〕

順位 車 両 ドライノてー/ナピ 第i戦 第2戦 第3戦 事4鞄 第5鞍 累計
クレスト DCCS A C K 関西 四国 ポイント

| ランサーインターフーラターボ 山内伸弥/山口 励 。 。 70 18 l目] 188 

2 カローラレヒノ 神同政夫/鴫陸二郎(軍5鞍) 100 35 R 50 185 

3 カローラレビン 加普裕二/林 哲 70 18 25 。 18 131 

4 カローラレヒン 龍藤正和/情(石藤原富選田) 5 10C 7 112 

5 ラシサーインタークーラターボ 羽亘宏一/田口雅生 。 i∞ 7 R 107 

6 レオネ4WD 加高順 部/海野雅之 100 。 。 日 D 100 
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プリ(昭和38年)

r昭和37年9月、鈴鹿サキットガ誕 は切って落とされたのである。

生し、竹月3日に日本で始めて完全な 鈴鹿サーキットの施設主であるホン

近代的施設としてのロ ドレスサ ダランド〔当時、テク二ランド〕は、

キットができ、園際レース(モーター 当初2輔が目的であつだガ¥完成時点

サイクルロードレース〕ガ行なわれだ。 前後から4輔レースも企画され、実現

それまでに全日本的なレースガ無いわ に向って準備が進んでいだ。要するに

けではなかつだが、旧日本陸軍の飛行 第1回日本グランプリ開催に向ってで

場跡とか米空軍基地を信用するとかで ある。ところが、その主催権、公認機

組織的にも、競技規則も前時代的なも 関、スポーツ統括権をめぐって明治維

のであった。 新のような大混乱、トラブルガ起き、

鈴鹿は当時の我々モータースポーツ 結局ホンダ側が大会開催だ、けを目的と

マンにとっては夢であり、日本におけ しだJASAそしてJAF前身の JAA

るモータースポーツのルネッサンスと が折れ、JAFの統括下において昭和38

いってよいかもしれない。 11月3日の 年5月3日第T回日本グランプリガ開

メインレースは国際レースで日本のホ 催される運びとなっだ。ちなみに当時

ンタ-ヤマハ・スズキ、それに外国メ のスポーツライセンス発給数は、 4百

力ーのファクトリーチームによる世 数十。

界選手権レベルのレースであり、ほと さて、このへんで外川選手(現会長〕

んどが外人選手であっ定。これに併行 の話に入ろう。

してジユ二戸カテゴリーが新だに開催 マシンは

されることになり、これに対応するだ "三菱500"と決めた。がH ・H ・

め各社共自社系の選手を育成すること 『世界選手権2輸レース開催の組織、

になっ乏のだ。テストコースに何百人 まだ出場者のチーム体制マシンの技術

という選手希望者を集めて選考し、ハ レベルなど日常の情報として携わって

ドトレ 二ングを行なった。確か4、 きた者にとって、当時の4輔の世界は

5ヶ月前から徹底的に行なわれたように おそまつそのものに見えだ。とはいえ

思う。その時のスパルタ式教育は、今 大レースがあるということだし、鈴鹿

の戸塚ヨットスクールもどきといえな サーキットの連中も外川さんにちょう

くもない育様で、すさまじいものだつ どいいから(いろんな意味があつだよ

た。最終的に各社それぞれ30名位ずつ うだけ出場レろ、とのかけ声もあっ

のライダーにしぼり、各クラスの市販 て、とにかくものの始めは大事だ!し、

レーサーマシンを与え出場ざせ芝。 顔を出しておいても悪くないてな感じ

この辺の事情を特に書いだのは、こ でその気にだんだんなつだということガ¥

れらの厳しい試練を経て、レ ス界に 偽わらざる動機であったように思う。

入った人々の中ガら、その後の日本モ そこで先ずマシンの選定。私let4輸

タ スポ ツを担う優秀な選手ガ数 界とはそれまで2、3の友人以外は関係

多く輩出しだ事実かあるからだ。生沢 ガ薄く、ましてメ 力 などとは、ま

徹、黒沢元治、その後三菱と関係をも るで縁もゆかりもないので、ポケット

つ加藤爽平、横山徹、田口八郎がいた。マネー込みでいろいろ考えだ。夜遅<

この時点ではすでに益子治は英国TT 赤坂の日英自動車のショ ウインドを

レースのケガも治り、ヤマハの国際選 のぞきに行つ芝ら、(当時私はモ リス

手に復帰。 マイナ 1000に乗っていて臼英のユー

とlこかくそんなこんなで、竹月3日 ザだつだ〕なんと田原源一郎〔日産

は10数万〔実数〉の観客を集めて大会 SCCNのボス創始者、第オロGPフェ

ガ行なわれ、柵とかフェンスは破られ、 7フレアィで優勝〉ガ、ガラスに鼻を押し

大群集かコ スを横断するなど大混乱 つけて中のMG-Aをな1プめていて、

であった。当時のマスコミはモーター 私ガ近寄ったのにも気がつかない様子。

スポ ツに対する関山はなく、新聞は 声をかけて初めて2人共パツの悪い顔

社会面で扱うだけだ、つだ。 を見合わせ「二ヤ 」という場面もあ

モタスポツの記事ではないの った。

で細かい事は力ツトするが、こんな具 結局マ力オで優勝したという三菱500

合に我国の近代モータースポーツの幕 が非常に優れた操安性の高い車だと我

我の周囲の口コミで私の耳にも入って

いたのと、私の友人が持っていだので、

私はわがマシンは三菱500ときめ定。さき

思えば、彼の自慢話が相当影響力をも

っていだのかもしれない。早速、いろ

いろ手をつくして程度のよい三菱 500

の中古車を手に入れ、乗ってみると、

噂とはまるで異なり、ギヤシフトのパ

ターンは横Hでそれも変型Hでシフト

タイミングガむづかしく、サスはリー

デインゲリンク式でシフトしてクラッ

チを離すだびにピッチングガひどく、

これは仕上げるのに大変だ!と、一時ネ

フラになってしまっ定。それでもステ

戸リングシステムはラック8ピ二オン

で確実性があり、乗ってい疋モーリス

と同じで好きな感じだった。「とにかく

やってみよう」と固く決山したのを覚

えている。とはいうものの、包日悩む

ばかりで、一向に作業ガ進まず、友人

のパネ工場で特別なパネ係数のものを

2、3作ってもらったり、三菱のディ

ーラーに行って相談したが話にならな

いし、パーツもろくろくない。「むしろ

あやめになっだ方がよいのでは...J な

どと言われだり、エンジンについては

全くお手上げの状態だつだ。

突然、展示車が

出場マシンになった。

さんざん苦労の末、最後に意を決し

てメカ に直接行くことにし、友人

にコネガあるとのことで、彼と 緒に

新三菱重工の自動車事業部調査課を訪

れだ。後でわかったことだが、友人の

コネとは大しだものでなくハッタリだ

つだ。今思えIct、ずい分ズーズーしい

話だし、人のつながりとは妙な所でつ

なガ、るものだとつくづく感じだ。

これが私と三菱の出合いで、あの時
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からもう20年を経た今日、未だに私は

三菱で仕事をしているわけだガ¥当時

は私の頭にはそんな予感など少しもな

かっ定。人間の運命とは不思議なもの

だ。そこで初めて会った三菱マンは収

野さん〔現三菱自工海外企画室主査〕と

いう若い社員。彼は私の話を聞いて本

当によく相談にのり、いろいろ社内問

をかけ回って協力してくれた。しかし

当時三菱ガ自動車界に三菱500をひっ

さげてデビューして聞もなく、伊勢湾

台風にあい、数百台の三菱500を水浸し

にしてしまった後遺症から立ち直って

いない状況もあり、一道楽者の車のチ

ユ ン7フップなどやっている状態では

なかっ芝のかもしれない。日数はせま

ってくるし、どうしたらよいだろうと

行きづまるばかりだっだ。あるいは断

会の1tむなくlこ至るのかなァと思い始

めだ時、校野氏の発案、島村課長(現

豪州三菱自動車取締役会長〉の英断で

日本橋東急アパート〔当時白木屋〉の

ア階で宣伝キャンペーンをやっている

マカオGP優勝の展示車を使えグとい

うことになり、これには私もピックリ。

早速人を雇い、夜、突如マカオ章を担

ぎ階段を下りて運び出してしまった。

本当に今では考えられないことだが、

一番ピック1)しだのは東急デパートだ

つだと思う。展示会の目玉ガ夜にし

て居なくなってしまったのだからー。

すぐその車は名古屋製作所ヘ送られ、

整備に入ることになり、私はその車の

整備ができるのを待って勇躍鈴鹿ヘト

レ二ングに入ることになった。当時

よく時聞があったものだと今にして思

えば不思議だが、何tJ何でも走りだい

の急だつだように思う』

つづく
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